
吉野川市教育委員会会議録  
 

招集年月日 令和６年１０月１８日 
招集の場所 吉野川市役所東館３階　 会議室 
開閉会日時 開会　 令和６年１０月２３日午後２時 
開閉会日時 閉会　 令和６年１０月２３日午後２時３３分 
出席委員 教 育 長 木 屋 村 雅 信 委 　 員    桒 原 奈 麻 美 
 委 　 員 山 口 奈 美 委 　 員 貞 野 雅 己 
 委 　 員 武 知 李 香   

     

出席職員 副 教 育 長 上 田 哲 也 副 教 育 長 久 保 義 博 
教 育 次 長 近 藤 秀 樹 教 育 総 務 課 長 重 清 博 文 
学 校 教 育 課 長 松 本 賢 一 学校給食センター所長 岡 田 裕 仁

 

 　報告事項

 　(１)　令和６年度事務事業評価（新規・拡大事業）について

　(２)   令和６年度上半期後援等申請について

 

　 教育長報告 
 

　 その他 
　 (１)　第２回鴨島東部地区小中学校のあり方検討委員会会議の結果について 
 

　  
　会議の経過 
　  

木屋村教育長 　ただいまから、１０月の吉野川市定例教育委員会を開会いたします。 
     教育長及び委員の過半数が出席しており定足数に達しています。 

   本日の会議録署名委員に、　　委員、　　委員を指名。 

   それでは、報告事項(１)「令和６年度事務事業評価（新規・拡大事業）」について事務局より説明

 をお願いします。 

  

重清教育総務課長 　資料１ページをお願いします。本年度の事務事業評価（新規・拡大事業）につきまして、教育総

 務課の所管に係る事業は３件ございます。まず、１ページ「学校施設空調設備改修事業」です。②

 事業概要欄の最上段「現在の課題」としまして、平成２４年度に市内小中学校の普通教室へ一斉整

 備した空調設備（約１２０教室）が、設置から１１年余りが経過し、改修時期（耐用年数）が迫っ

 ていること、また、空調設備の経年劣化に伴い、近年の学校施設の修繕費に係る空調設備の割合が

 大幅に増えていることが課題となっております。そこで、３段下の「事業内容」でございますが、

 耐用年数（１３年）の迫っている普通教室の空調設備について、令和１０年度から年次計画を立て、

 平準化して更新することとし、現時点で改修ができていない空調設備（５校分）を令和９年度まで

 に完了させることとします。事業費としましては、令和９年度までのものとして、８，９７１万円

 となっており、その財源として国の交付金（補助率３分の１）及び過疎対策事業債等を活用するこ

 ととしております。 

 　次に、３ページ「学校屋内運動場照明ＬＥＤ化事業」です。現在の課題といたしまして、学校屋

 内運動場に設置されております高圧水銀ランプ等は、令和３年から製造・輸出入が禁止されており、

 これらを使用する屋内運動場の照明をＬＥＤ照明へ移行する必要が生じております。既にＬＥＤ照

 明が整備されております屋内運動場は、山瀬小学校及び高越小学校と、鴨島第一中学校のアリーナ

 部分のみとなっており、その他のすべての小中学校屋内運動場の照明について、令和７年度から令

 和９年度までの３年計画で整備いたします。事業費につきましては、最下段の表のとおり、３年間
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 の総額で９，２６８万７千円となっており、その財源につきましては、最も有利な「脱炭素推進事

 業債」を活用する予定としております（充当率９０％・交付税参入率５０％）。また、今後における

 課題といたしまして、一般照明用の蛍光ランプが令和９年までに段階的に廃止することが決定され

 ていることから、各教室等で使用されている蛍光灯照明につきましても、屋内運動場のＬＥＤ化が

 完了した後、計画的に改修して参りたいと考えております。 

 　次に、５ページ「学校施設トイレ洋式化改修事業」です。学校施設のトイレ洋式化につきまして

 は、平成２９年度から整備を行っており、校舎内の児童生徒用トイレにつきましては一定の成果を

 あげております。しかしながら、教職員用及び体育館につきましては、洋式化が十分に進んでいな

 い施設もございます。学校施設につきましては、災害時の避難所機能も有していることから、機能

 強化を図る上でトイレの洋式化は必要不可欠であると考えております。そこで、本年度各学校に対

 し、洋式トイレの必要数についての調査を実施いたしました。各学校からの要望内容を基に、児童

 生徒数や設置場所等を考慮した上で精査し、令和８年度までにすべての学校のトイレ洋式化を完了

 させることとします。事業費は、最下段の表のとおり、令和７年度に設計費６１２万３千円、令和

 ８年度に工事費５，０５０万円となっております。 

  

近藤教育次長 　続きまして、生涯学習課関係の主な事業についてご説明いたします。 

 　生涯学習課分についてご説明いたします。資料７ページをご覧下さい。事務事業名、放課後子ど

 も教室でございます。現在、学校が抱える課題の複雑化・困難化や、地域のあり方の変化など、子

 どもを取り巻く教育環境が変化しており、学校だけでは得られない知識・経験・能力の育成が必要

 となっています。そこで、国が提唱する地域学校協働活動の1つとしてあげられる放課後子ども教室

 を実施し、地域住民等の参画を得て学習支援や様々な知識･経験を提供し、地域で子どもを支えると

 いうものです。この放課後子ども教室は、過去に知恵島小学校で実施されておりましたが、現在は

 実施していない状況です。今回、高越･飯尾敷地、それぞれのＰＴＡからの強い要望があり、7年度

 新規事業として試行的に実施するものです。事業内容としましては、両校共に、学校の余裕教室を

 活用し、週１～2回程度、放課後に、地域住民が宿題などの学習支援や文化･スポーツなどの体験活

 動を提供します。高越小学校におきましては、夏休み期間中も実施する予定です。事業費としまし

 ては、同ページ最下段表、令和7年度、合計2,691千円を計上しております。財源としましては、学

 校･家庭･地域連携協力推進事業費補助金を活用し、国･県から総事業費の2/3が補助され、1/3が市の

 負担となります。事業費のほとんどは、携わる地域住民スタッフの報酬となっています。総合評価

 は、Ｂとなっておりますが、この事業は、地域住民の参画が不可欠であるため、協力してくれる地

 域住民の賛同を得ることに努めて参りたいと考えます。以上でございます。 

     
木屋村教育長 　ただいまの件について、ご質問・ご意見等ございませんか。 

  

委 員   この前の２０周年式典の時に衆議院の議員の方が過疎対策事業っていうので、いろいろ使い道が

 あるんですよっていう風に言われたと思うので、どういうことなのかなと思ったんですけれども、

 さっそくこの１番最初の分に過疎対策の費用があてられているとのことなんですけど、どういった

 ことに使うのが正解なのか教えていただけたらと思います。 

 　後、洋式トイレは 学校だけではなくて公民館の方にもお年寄りが使うので進めていただけたら 

 いいかなと思います。それと放課後子ども教室はボランティアではなく、賃金が発生するというこ

 とですけど、どういう方を対象に選んでいるのか教えていただけたらと思います。 

  

重清教育総務課長   簡単に申し上げますと、全国で一定の条件を満たした地域が過疎地域という形で国の方から指定

 されております。そこでいろんな事業をするにあたって、借金にはなるんですけれどもその一部を

 地方交付税で措置されますという仕組みでございまして、過疎地域の発展のために財源が設けられ

 ておるんですけれども、吉野川市の場合は美郷地区と山川町が過疎地域に指定されております。こ
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 こで過疎対策事業債活用とございますのが、空調設備なんですけれども通常であれば国の補助金が

 ３分の１となります。残りの３分の２は市の一般財源でないといけなんですけれども、そこに例え

 ば山川町の小中学校で事業に対して一般財源部分に過疎対策事業債を活用して、事業を行うという

 ような仕組みでございます。 

  

近藤教育次長   洋式トイレにつきまして、先程おっしゃられた座ったり立ったりするのに困られている利用者の

 意見もまだ集約できていない状況でございます。現在進めているのが、公民館もＬＥＤに変えてい

 く方向です。放課後子ども教室の指導員に関しましては、今実際に行っている市町から見まして教

 員のＯＢや大学生、大学院生の方に声かけして実施されている放課後子ども教室が多いことから吉

 野川市でもそういったところに地域住民の方に声かけをしていこうと考えております。 

  

委 員   ありがとうございました。 

  

木屋村教育長 　他にございませんか。 
  　それではないようですので、次の報告事項にうつります。 
    報告事項（２）「令和６年度上半期後援等申請」について事務局より説明をお願いします。 

  

重清教育総務課長 　資料９ページから１２ページをお願いします。「令和６年度上半期後援等申請」につきまして、全

 部で３７件の申請があり、すべて承認させていただいております。行事の内容につきましては、一

 覧表を添付させていただいておりますので、ご確認いただければと存じます。概ね従来の後援申請

 でしたが、何点か新規の申請がございましたので、この後、担当課長から詳細について補足させて

 いただきます。 

  

近藤教育次長 　生涯学習課分について今年度より新規に申請された事業をご紹介させていただきます。９ページ、

 №４「『阿波を学ぶ』特別講演会【中央構造線の上に生きる】」は、南海トラフ地震に関連して取り

 上げられることも多い中央構造線断層帯と、それに伴う地殻変動について、もっと考えてもらおう

 と阿波和紙伝統産業会館が企画した歴史講座の一つです。№７「徳島県立川島高等学校卒業生美術

 展－高等学校創立１００周年、中学校設立２０周年を祝おう」は、川島高等学校の節目の年に有志

 での絵画･写真等の美術展を開催したものです。次に１０ページ、№１４「舞台　極彩色の魔法」は、

 演劇を市民と共に作り、上演することで、都市と地方の文化芸術の格差をなくすことや市の若手ク

 リエイターの育成に繋げることを目的として開催されました。№１５「世界で一番熱い夏ｉｎ阿波

 市」は、本市の阿波踊り連を含む吉野川中央阿波踊り振興会主催で阿波市アエルワ横の広場で開催

 されました。しろとり動物園の移動動物園やキッチンカーも大集合したイベントでした。№１６「日

 本フネン市民プラザ　スポーツフェスタ」は、日本フネン市民プラザを本市の賑わい創出の場とな

 るよう、プラザの指定管理者が、利用団体等に協力して頂き、イベント等を開催したものです。次

 に、１１ページ、№２１「徳島現代クラフト展」は、手工芸文化向上のため、徳島現代クラフト協

 会が開催したもので、第２６回徳島県民文化祭部門別プログラム令和６年度全国現代クラフト展上

 位入賞作品や協会会員の作品が展示されます。№２２「高越サマーコンサート」は、大阪府交野市

 の合唱団を招いて、ジョイントコンサートが開催されました。№２７「親子ふれあいキャンプ」は、

 親子で地域の方々と交流し、子ども達が自ら行動する力を身につける事が目的で、テント設営、飯

 盒炊飯、キャンプファイヤー、清掃ウォークラリー等が実施されました。次に、１２ページ、№２

 ９「ワールドウェルネスウィークエンド　オブスタクルスポーツ大会ｉｎ徳島」は、世界１６０カ

 国同時多発イベントとして運動を啓発するイベント、この「ワールドウェルネスウィークエンド」

 を、オブスタクルスポーツを活用し、運動の必要性や魅力、また、本市への誘致活動として開催さ

 れました。№３０「日本フネン市民プラザ　吉野川カルチャー作品展」は、吉野川市カルチャーセ

 ンター受講者の絵画や写真等を展示することで、プラザの来館者に様々な作品に触れて頂き、文化
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 的な活動の振興を図るために実施されます。№３１「第１回オブスタクルスポーツ　ＯＣＲ（オブ

 スタクルコースレーシング）１００ｍ日本選手権」は、日本で初めて開催される、この種目、日本

 一を決定する大会でした。№３５「エンジョイ！マラソン講座」は、本市出身で、シドニーオリン

 ピックに出場した現大塚製薬陸上部総監督、犬伏孝行氏を招き、マラソンの魅力や練習についての

 講座を開催します。以上が、後援申請のあった新規事業でございます。 

  

木屋村教育長 　ただいまの件について、ご質問・ご意見等ございませんか。 

 　 

委 員   同じ団体が何回も後援申請しているところがあると思うんですけど、回数に制限はないんです

 か。 

  

上田副教育長   ないです。 

  

木屋村教育長 　他にございませんか。それでは、ないようですので教育長報告にうつります。 

   13ページをお開き下さい。１日（火）市制２０周年を記念して、市役所イベント広場にて「吉野

 川市は誕生２０周年」と書かれた懸垂幕の除幕式が行われました。当日は、めぐみ幼稚園めぐみ保

 育園並びに高越こども園の園児も参加して式典に華を添えてくれました。その様子は、徳島新聞に

 も掲載されました。４日（金）小学校の陸上運動記録会が徳島市田宮のワークスタッフ競技場にて

 行われ、各校から陸上運動の記録にチャレンジすべく児童が健脚を披露しました。この日はあいに

 くの雨にたたられましたが、安全対策に配慮し、無事に終えることができました。翌５日（土）市

 制２０周年を祝う式典が鴨島公民館にて、知事、国会・県議会議員、及び各市・町の首長様のご出

 席をいただき、盛大に開催されました。同時に、市並びに教育表彰等も行われ、２０周年の節目に

 相応しい、かつ未来へと夢を紡ぐ希望が持てる式典となりました。私もステージにて気の引き締ま

 る思いがいたしました。ご出席いただきました委員の皆様、ありがとうございました。１３日（日）

 の徳島新聞にも掲載されました市制２０周年冠事業「俳優：中江有里」主演「道草キッチン」の映

 画撮影会が、鴨島駅前通りを舞台に行われ、たくさんのエキストラ参加のもと、阿波踊り市役所連

 も撮影に臨みました。私もこの年になって全国放送の映画、初出演かと思うと、熱が入り「ヤット

 サー」のかけ声にも一段と気合いを込めて臨みました。これで映画に映ってなければ残念でありま

 すが、完成後の試写会が楽しみであります。明日、２４日（木）キャリア教育の充実を図るため、

 鴨島公民館にてＪＡＸＡの金井宇宙飛行士を講師として招待し、「未来を拓く君たちへのメッセー

 ジ」と題したＪＡＸＡ宇宙教室を開催します。この講演会には、市内の中学生２年・３年生全員が

 参加して、これまでの自分を見つめ直し、未来への夢や希望を育むことができるそんな機会にした

 いと考えております。２８日（月）第３回の鴨島東部地区小中学校のあり方検討委員会を開催いた

 します。「提言」に向けた議論が大詰めを迎えております。この後の「その他」でご説明いたします。

 ３０日（水）、３１日（木）の両日今年度最後の学校訪問となります。よろしくお願いいたします。

 最後に、表の下段１１月の主な予定２つ目、県と市教育委員会等による研修会をオンラインで行う

 予定です。参加できる委員の方はよろしくお願いいたします。 

 １０月も含め、後は、表に記載のとおりでございます。以上で、教育長報告を終わります。何か、

 ご質問等ございますか。 

 　それでは、その他にうつります。その他（１）「第２回鴨島東部地区小中学校のあり方検討委員会

 会議の結果」について事務局より説明をお願いします。 

  

重清教育総務課長 　それでは、９月２６日に開催いたしました「第２回鴨島東部地区小中学校のあり方検討委員会」

 の会議内容について、その概要を申し上げます。今回の会議は、「再編に関しての具体的なメリット

 ・デメリットの検証」及び「通学距離の問題及び通学支援の必要性」の２点をテーマとして審議い

 たしました。当日の資料をご説明いたします。まず、１４ページから２３ページの【資料１】につ
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 きましては、各委員がお考えになった「鴨島東中学校がそのまま存続した場合のメリット・デメリ

 ット」及び「鴨島第一中学校との統合した場合のメリット・デメリット」について整理したものと

 なっております。次に、２４ページ【資料２】につきましては、委員からいただいたメリット・デ

 メリットの中に「教職員の確保や配置」に関する項目を複数いただいておりましたので、「学級規模

 別の教職員の配置」について、令和６年度の鴨島東中学校及び鴨島第一中学校の学級数及びそれに

 基づく教職員の配当数、また、仮に両校が統合となった場合の教職員の配当数をお示ししておりま

 す。次に、２５ページ【資料３】につきましては、令和５年度から鴨島東中学校の１学年が単学級

 となっておりますが、その影響について、学校から聞き取りした内容並びに鴨島東中学校及び鴨島

 第一中学校の部活動の現状をまとめております。最後に、２６ページ以降の【資料４】につきまし

 ては、鴨島東中学校区内の地域別主要地点を８カ所挙げ、それぞれの地点から鴨島第一中学校へ通

 学した場合、通学距離と通学時間は現状と比較してどの程度の影響があるのかをお示しするととも

 に、参考として市内中学校の通学状況を添えております。会議では、「一番心配されるのは、やはり

 通学距離のこと。教育委員会としても配慮してあげてほしい。」、「どうしても１学級だけでは、デメ

 リットの方が大きい。」、「保護者、児童生徒の不安を考えると、早く結論を出して、「いつ」という

 のが必要だと思う。」、「不登校とか特別支援を必要としている生徒は、通学距離が延びることで、ま

 た学校が遠のいたり、通いづらくなるのではないか。そこはしっかりと支援していかなければいけ

 ない。」などのご意見をいただきました。その上で、検討委員会の総意として、今後の鴨島東中学校

 のあり方につきましては、「鴨島第一中学校と統合が望ましい」との結論に至り、今後その旨の提言

 書を取りまとめることとなった次第です。なお、委員からいただきましたその他のご意見等につき

 ましては、３０ページ以降に当日の会議録をお付けしておりますので、ご高覧いただければと存じ

 ます。今後の予定としましては、第３回会議を１０月２８日(月)に開催することとし、提言書（案）

 のたたき台について協議することとなりました。以上が第２回会議の説明となりますが、只今ご説

 明申し上げましたとおり、検討委員会の判断としましては、「鴨島第一中学校と統合が望ましい」と

 の結果となりました。今後の会議では、提言書の内容を詰めていくこととなりますが、教育委員会

 事務局といたしましても、当該提言内容を想定した準備が必要と考えているところでございます。

 想定では、来週の第３回会議若しくは１１月上旬に開催予定の第４回会議が最終となる見込みであ

 り、提言をいただくこととなることから、その後、当該提言の内容について保護者の皆様のご意見

 を伺った上で、次回（１１月下旬開催予定）の定例教育委員会において市教育委員会の方針を諮っ

 て参りたいと考えております。委員の皆様には、次回会議において、大変重要な判断を仰ぐことと

 なりますが、よろしくお願いを申し上げます。 

           

木屋村教育長 　ただいまの件について、ご質問・ご意見等ございませんか。 

 　続きまして「１１月定例教育委員会の開催日時について」事務局よりお願いします。 

  

重清教育総務課長 　次回の会議につきましては、先ほどご説明申し上げましたとおり、あり方検討委員会からの提言

 を受けた後、鴨島東中学校の統合に関する方針を諮る予定でございます。大変重要な議題となりま

 すが、小学生の保護者の方からは、中学校の進学先を悩んでおられるという声もあることから、中

 学校の入学説明会が実施される前段階、できれば、１２月には教育委員会の方針をお伝えすること

 が望ましいと考えております。そのような状況を踏まえ、１１月の会議で鴨島東中学校の統合に関

 する方針を決定すること想定し、日程を調整したいと思います。候補日としまして、１１月２７日

 （水）午後２時はいかがでしょうか。   
  

木屋村教育長   それでは確認いたします。１１月の定例教育委員会は１１月２７日(水)の午後２時からというこ

 とで開催いたします。 

 　それでは以上をもちまして、本日の定例会を閉じることといたします。お疲れ様でした。 
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